
  

会   議   録 

名  称 令和元年度 第３回松山市国民健康保険運営協議会 

事 務 局 
保健福祉部 国保・年金課 

ＴＥＬ ０８９－９４８－６３７６ 

ＦＡＸ ０８９－９３４－２６３１ 

開催日時 令和元年１０月３１日（木） １３：１５～１３：３０ 

開催場所 松山市役所別館６階 第１委員会室 

出席者 
委 員 

公 益 代 表：森本千恵 西市裕二 加藤和子 垂水葉子 大鹿義弘 

被 保 険 者 代 表：河野サヨ 岡本裕子 原田順子 今井晴美 

医 療 機 関 代 表：平井伸幸 板野正人 田中智美 

被用者保険等代表：北地幸一 井花繁 

事務局 保健福祉部長，保健福祉部副部長，国保・年金課長 ほか担当職員 

議  題 国民健康保険事業 

議事内容 

≪ 議 題 ≫ 

（１）国民健康保険料の軽減の特例について 

・事務局から，前回協議会の審議に基づき作成した答申案の説明後，審議を行った。 

 

≪ 答 申 案 ≫ 

・国民健康保険料の軽減の特例の改定について 

国民健康保険事業の運営は，県内の国保運営の統一的指針として愛媛県が定めた愛媛県国民健康保

険運営方針を踏まえる必要があり，本方針により広域化・標準化に向けて取り組むことが求められ

ている以上，決算補填等目的の一般会計からの法定外繰入の解消は避けられず，市独自に実施して

きた保険料の軽減の特例について，諮問のとおり改定を行うことは，やむを得ないと判断する。 

・附帯意見 

（１）保険料の軽減の特例の改定は，多くの世帯に影響するため，保険料率の改定が同時期に重な

らないよう，令和２年度と３年度については，現行の保険料率を据え置くよう要望する。 

（２）国民健康保険の運営を取り巻く環境が厳しくなる中，財政の健全化を進めるには，一層の医

療費適正化や保険給付適正化に取り組むとともに，収納対策の強化や補助金等の収入確保に

取り組むよう要望する。 

（３）被保険者に対し分かりやすく丁寧な広報に努めるよう要望する。 

 

≪ 審 議 ≫ 

会長：答申本文について，前回，了承いただいた答申の骨子をもとに案を作成したが，意見・質問等

はないか。 

委員：（意見・質問等なし） 

会長：附帯意見について，前回の意見を集約し，協議会の要望としてまとめたが，意見・質問等はな

いか。 

委員（意見・質問等なし） 

会長：特に意見等ないようなので，これを答申本文・附帯意見として決定してよいか。 

委員：（異議なし） 

会長：本案の答申書により，答申を行う。 

 

備考（資料）  

公開・非公開 全部公開          部分公開          非公開 

傍聴者数 ０人 

 


